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２０１8年 
12 月号 

第 79号 

池上三喜子講師 

講演会
回 年 月 演題 参加

1 25 7 ついの住まい研究会報告 武藤　  哲 研究会事務局 50

2 25 11 八重の波瀾万丈の生涯 福田　嘉文 シニア大楽講師 59

3 26 3 悔いのない終末を迎えるための準備 二村　祐輔 葬祭コンサルタント 113

4 26 6 その時あなたの地域は大丈夫？ 松田　磐余 関東学院大名誉教授 54

5 26 11 認知症の予防と早期治療 長谷川和夫 聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大名誉教授 151

6 27 10 これから　どうなる日本経済 浜　　矩子 同志社大学大学院教授 165

7 28 10 期待されている様々な革新的医療 松井　宏夫 医学ジャーナリスト 90

8 29 11 世界の松下が見たｵﾘﾝﾋﾟｯｸの裏表 松下  賢次 フリーアナウンサー 64

9 30 10 震災を生き延びる！ 池上三喜子 市民防災研究所理事 60

演奏会

回 年 月 コンサート名 参加

1 27 3 珠玉のピアノ名曲プロムナード 上園　賢一 ピアノ 134

2 28 3 スプリング・アフタヌーンコンサート 西谷国登他 ヴァイオリン・チェロ・ピアノ 135

3 29 2 スプリング・アフタヌーンコンサートⅡ 神野優子他 ヴァイオリン×2 ・ピアノ 157

4 30 3 スプリング・アフタヌーンコンサートⅢ 神野優子他 ヴァイオリン×2 ・ピアノ 194

ＷＨＣクラブの活動実績

講師

演奏者

Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
講
演
会
の
実
施 

 
 

近
年
日
本
の
各
地
で
大
型
地
震
が
頻
発
し
、
東

京
を
含
む
関
東
が
震
災
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性
が

現
実
味
を
帯
び
て
き
て
い
る
。 

 
そ
の
様
な
状
況
を
踏
ま
え
て
か
、
東
京
都
は
今 

年
の
３
月
に
「
東
京
く
ら
し
防
災
」
と
題
す
る
パ 

ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
、
被
災
す
る
こ
と
は
免
れ 

な
い
に
し
て
も
、
被
害
を
最
小
化
し
、
被
害
後
の 

生
活
の
質
を
す
こ
し
で
も
良
く
す
る
為
の
、
暮
ら 

し
目
線
の
知
識
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
視
点
が
、
通
常
の
地
震 

対
策
の
啓
蒙
で
は
な
く
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
視 

点
か
ら
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
講
演
会
の
主
題
と 

し
て
取
り
上
げ
、
責
任
者
の
池
上
三
喜
子
氏
に
執

筆
裏
話
を
含
め
て
紹
介
を
お
願
い
し
た
。 

 

講
演
は
10
月
25

日
に
石
神
井
公
園
区
民
交
流

セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
た
好
日
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
は
想
定
外
に
少

な
く
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
員
を
含
め
て
60
名
だ
っ
た
。
講

演
の
内
容
が
魅
力
的
で
な
い
の
か
、
参
加
者
募
集

の
方
法
に
問
題
が
あ
る
の
か
、
各
種
の
催
し
が
集

中
す
る
10
月
の
期
日
設
定
に
問
題
が
あ
る
の
か
、

検
討
の
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。 

 
 

 
 

 
 

Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ 

岡
部
史
生 

 

                        

               

Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て 

 

 

睦
会
主
催
の
講
演
会
に
相
乗
り
の
共

催
と
い
う
形
で
あ
っ
た
も
の
を
、
新
た
に

助
成
金
が
貰
え
る
Ｗ
Ｈ
Ｃ
と
い
う
独
立

の
団
体
と
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
共
催
と
い
う
形

の
、
ね
り
ま
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
定

期
行
事
と
し
て
開
催
す
べ
く
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
中
の
有
志
が
推
進
母
体
を
結
成

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
Ｗ
・
Ｈ
・
Ｃ
は

そ
れ
ぞ
れ
（
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
）、
（
ヘ
ル

ス
）、（
カ
ル
チ
ャ
ー
）
の
頭
文
字
か
ら
取

っ
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
よ
り
幅
広
く
、

福
祉
・
健
康
・
文
化
に
係
わ
る
様
々
な
知

識
・
情
報
を
、
適
切
な
講
師
に
よ
る
講
演

会
を
通
じ
て
、
練
馬
区
民
に
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 



【会員のひろば】 

築地場外市場の散策 

８月朗読劇 

《 

同
期
会
に
思
う
事 

》 

 
昨
今
、
何
か
と
話
題
に
の
ぼ
る
人
工
知

能
、
そ
の
エ
ー
ア
イ
が
導
き
出
し
た
現
代

人
に
と
っ
て
の
最
高
の
癒
し
の
場
は
、「
道

の
駅
」
だ
そ
う
で
す
。
な
る
ほ
ど
言
わ
れ

て
み
れ
ば
、
そ
こ
は
、
目
的
地
で
は
な
い

し
、
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
行
こ
う
か
と
い
う

事
で
、
ほ
っ
と
一
息
つ
く
感
じ
、
寄
り
道

感
覚
で
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ

ん
よ
ね
。
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
特
産
品

が
売
ら
れ
て
い
た
り
、
地
域
の
情
報
も
手

に
入
る
。 

「
同
期
会
」
は
「
道
の
駅
」
に
似
て
い
る

と
思
い
ま
せ
ん
か
？ 

 

私
の
所
属
す
る
同
期
会
「
さ
わ
や
か

‘
17
」
は
、
結
成
さ
れ
て
１
年
と
数
か
月
、

２
次
募
集
の
メ
ン
バ
ー
を
加
え
る
と
30

人
超
え
の
大
所
帯
？
に
な
り
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
お
互
い
の
事
を
良
く
知
ら
な
い
旅

人
同
士
、
と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
も
、
築
地
月
島
散
策
を
し
た
り
、

カ
ラ
オ
ケ
大
好
き
な
人
達
で
「
カ
ラ
オ
ケ

部
」
が
結
成
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
何
と

い
っ
て
も
オ
ー
プ
ン
行
事
と
し
て
の
「
バ

ス
ツ
ア
ー
」
に
、
27
名
の
参
加
者
が
あ
っ

た
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
私
個
人
と
し

て
は
、
連
絡
会
等
で
様
々
な
先
輩
方
の
話

を
聞
け
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
人
と
の

出
会
い
と
い
う
事
で
は
「
道
の
駅
」
以
上

で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
は
、
メ
ン
バ
ー
の

オ
ー
プ
ン
行
事
参
加
が
進
む
事
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

 

練
馬
に
あ
る
「
道
の
駅
」
を
有
効
活
用

し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

さ
わ
や
か
‘
17 

橋
本
直
樹 

 

  
 

         

《 

昭
和
を
歌
う 

》 

 

チ
ャ
イ
ハ
ナ
光
が
丘
は
、
２
０
１
８
年

に
練
馬
区
の
ケ
ア
カ
フ
ェ
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。
10
月
に
は
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
「
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
」
で
全
国
に
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
風
で
い
ろ
い
ろ
あ

っ
た
の
で
す
が
、
全
体
と
し
て
は
「
昭
和
」

で
過
ぎ
て
い
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
。 

 

始
ま
り
は
、
朗
読
劇
「
綾
子
先
生
と
少

女
た
ち
」
の
発
表
（
８
月
）
で
す
。 

 

も
と
に
な
っ
た
の
は
、
戦
争
末
期
の
昭

和
19
年
、
滋
賀
県
の
国
民
学
校
５
年
の
少

女
た
ち
が
描
き
続
け
た
絵
日
記
で
す
。
わ

た
し
が
関
西
の
大
学
に
勤
め
て
い
た
と
き

に
ま
と
め
た
「
戦
争
の
時
代
の
子
ど
も
た

ち
」（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）
を
、
会
員
の

佐
々
木
紀
子
さ
ん
が
朗
読
劇
に
仕
立
て
直

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

そ
れ
を
受
け
て
、「
み
ん
な
で
ト
ー
ク 

『
戦
争
の
時
代
―
子
ど
も
の
暮
ら
し
』」 

（
９
月
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

11
月
は
、「
み
ん
な
で
ト
ー
ク
『
戦
後
を
語

る
』」
で
し
た
。
決
定
的
な
価
値
観
の
逆
転
、

想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
貧
困
、
困
難
・
・
・

な
に
か
し
ら
後
ろ
め
た
い
、 

い
わ
ば
、
思
い
出
し
た
く
な
い
時
代
。 

で
も
、
い
ま
思
い
出
さ
な
い
と
・
・
・
そ
ん

な
切
迫
感
が
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
い
ま
検
討
中
な
の
が
、「
昭
和

を
歌
う
」
で
す
。
区
報
で
紹
介
さ
れ
た
「
練

馬
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
（
２
月

２
日
）」
を
見
た
会
員
か
ら
の
提
案
で
す
。 

戦
前
・
戦
後
の
流
れ
を
歌
で
追
う
試
み
。 

抽
選
で
す
が
、
出
場
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
ら
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
歌
好
き
の
み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
一
緒
に
舞
台
に
上
が
っ
て
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 

四
季
会 

吉
村
文
成 

（
チ
ャ
イ
ハ
ナ
主
宰
） 

        

 



【各会の思い出の行事】 

小さい かまくら、 

大きい かまくら 

体
験
発
表 

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク 

懇
親
会 

《
湯
西
川
温
泉
合
同
旅
行
》 

 
平
成
23
年
２
月
末
に
、
虹
の
会
と
前
後

の
ひ
と
み
会
・
楡
の
会
合
同
の
湯
西
川
温

泉
一
泊
旅
行
を
し
ま
し
た
。 

平
家
落
人
の
里
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ

て
山
深
く
、
雪
も
積
も
っ
て
い
て
、
か
ま

く
ら
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
家

の
里
の
見
物
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
夜
が

一
番
の
お
楽
し
み
で
す
。 

美
味
し
い
山
の
幸
の
夕
食
も
進
み
、
ア

ル
コ
ー
ル
が
入
り
、
つ
け
ヒ
ゲ
の
仮
面
パ

ー
テ
ｲ
に
な
る
に
つ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
も

次
々
に
披
露
さ
れ
て
、
大
盛
り
上
が
り
の

一
晩
と
な
り
ま
し
た
。（
つ
け
ヒ
ゲ
の
ア
イ

デ
ア
は
、
睦
会
か
ら
頂
き
ま
し
た
） 

 

会
の
垣
根
を
越
え
、
ま
る
で
学
生
時
代

の
修
学
旅
行
の
よ
う
な
、
青
春
時
代
そ
の

も
の
再
現
の
一
幕
で
し
た
。
パ
ー
テ
ｲ
が

終
わ
っ
て
部
屋
に
戻
っ
て
か
ら
も
お
喋
り

が
続
き
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
久
し
ぶ

り
の
解
放
感
で
楽
し
か
っ
た
な
。 

 
 

 
 

 
 

 

虹
の
会 

丸
山
敏
雄 

 

      

                 

  

 

事
務
局 

丸
山
敏
雄 

 
 

 
 

 
 

 

第
３
回
は
「
認
知
症
と
の
お
付
き
合
い

と
理
解
」
の
テ
ー
マ
で
、
10
月
16
日
に
開

催
さ
れ
、
43
名
（
事
務
局
を
除
く
）
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
体
験
発
表
は 

①
軽
度

認
知
症
に
な
っ
て 

②
介
護
事
業
所
に
勤

め
て 

③
成
年
後
見
人
か
ら
見
た
認
知
症 

と
色
々
な
角
度
か
ら
見
た
も
の
で
す
。 

５
つ
に
分
か
れ
て
の
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク

は
、
知
っ
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と
、
自
分 

   

  

  

 
 

 

   

を
考
え
て
の
こ
と
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
メ
ン
バ
ー

に
つ
い
て
等
、
多
岐
に
わ
た
る
話
題
で
盛

り
上
が
り
、
熱
の
こ
も
っ
た
も
の
で
し
た
。 

 

そ
の
後
の
自
由
参
加
の
懇
親
会
も
約
半

数
が
集
い
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
絆
を
強
め
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
の
特
色
で
あ
る
単
な
る
講
演

会
で
な
く
、
み
ん
な
で
話
し
合
う
と
い
う

ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
、
賛
同
さ
れ
る
方
が

増
え
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
次
回
も

多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。 

        

 

ひげパーテｲで大団円 

ビューテイ・フォー 

(ミックスクラブ) 

【
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
研
究
会
】
第
３
回
報
告 



 

 ＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

 

 

 

オープン参加行事のご案内 
 

【
定 

例 
行 

事
】 

 

【
新 

規 

行 

事
】 

 

《
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
講
演
会
の
報
告
》 

 

み
ん
な
の
会
で
は
、
定
期
的
に
「
生
活
に
役
立
つ
」

講
演
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
数
が
少
な
い
こ

と
も
あ
り
、
今
回
オ
ー
プ
ン
行
事
に
致
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

残
念
な
が
ら
、
他
会
か
ら
の
応
募
者
は
お
り
ま
し
た

が
急
用
等
で
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近
の
ニ

ュ
ー
ス
で
消
費
増
税
に
伴
い
、
２
％
分
を
カ
ー
ド
に

ポ
イ
ン
ト
還
元
す
る
と
の
報
道
が
あ
り
、
実
に
タ
イ

ム
リ
ー
な
講
演
内
容
に
な
り
ま
し
た
。 

カ
ー
ド
は
、
１
０
０
％
安
全
で
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
特
性
を
知
り
、
賢
く
使
っ
て
得
し
ま
し
ょ
う
。 

『
カ
ー
ド
使
用
上
の
注
意
事
項
』 

①
紛
失
・
盗
難
に
備
え
連
絡
先
を
記
録 

②
利
用
明
細
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク 

③
使
っ
て
い
な
い
カ
ー
ド
で
、
会
費
・
保
険
料
を
引 

落
し
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か 

④
リ
ボ
払
い
・
カ
ー
ド
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
は
、
相
当
高 

い
利
息
を
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

⑤
個
人
で
解
決
出
来
な
い
時
は
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ 

イ
ン
１
８
８
に
相
談 

い
つ
も
、
適
切
な
演
題
・
講
師
を
紹
介
し
て
頂
い
て 

お
り
ま
す
浅
野
さ
ん
に
感
謝
。 

み
ん
な
の
会 

 

成
田 

           

  

★
ナ
ン
プ
レ
（
数
独
）
同
好
会 

基
本
ル
ー
ル
と
解
き
方 

① 

タ
テ
の
各
列
に
１
～
９
の
数
字
が
入
り
ま
す
。 

② 

ヨ
コ
の
各
列
に
１
～
９
の
数
字
が
入
り
ま
す
。 

③ 

３×

３
の
各
９
ブ
ロ
ッ
ク
に
１
～
９
の
数
字
が

入
り
ま
す
。
足
り
な
い
１
桁
の
数
字
を
重
複
し

な
い
よ
う
に
探
し
て
入
れ
て
い
く
だ
け
な
の
で
、

や
り
方
が
解
れ
ば
誰
で
も
で
き
ま
す
。 

※
初
め
て
の
方
に
は
簡
単
な
や
り
方
の
説
明
を
さ
せ 

て
頂
き
ま
す
。 

(

日
時
）
毎
月
第
１
金
曜
日
13
・
30
～
14
・
30 

 
 

 
 

12
月
７
日 

 

１
月
４
日 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
１
０
０
円 

(

資
料
代)   

(

申
込
）
不
用 

 四
季
会 

桑
原
☎(

３
９
９
０
）４
３
５
０ 

        

☆
Ｎ
Ｓ
Ｎ
歌
声
交
流
カ
フ
ェ
の
ご
案
内 

詳
細
案
内
を
省
略.
。
次
回
は
12
月
20
日(

木)

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

☆
ユ
ー
モ
ア
サ
ー
ク
ル 

３
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
、
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を
会
得 

(

日
時
）
奇
数
月
第
４
月
曜
日
14
・
00
～
17
・
00 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
３
０
０
円 

(

当
日
参
加
者)   

(

申
込
）
新
エ
ル
フ
内
藤
☎(

６
７
６
０
）
２
８
１
５ 

☆
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
を
楽
し
む
会
（
四
水
会
） 

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
前
半（
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）

を
省
略
・
簡
単
に
し
た
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
の
会 

(

日
時
）
毎
月
第
４
水
曜
日 

14
・
00
～
16
・
30 

(

場
所
）
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

 

え
ー
る
３
階 

研
修
室 

(

会
費
）
無
料 

(

申
込
）
ひ
と
み
会 

角
地
☎(

３
９
０
４)

８
０
０
５ 

 

☆
高
野
台
エ
ッ
セ
イ
ク
ラ
ブ 

自
作
の
随
筆
・
時
事
評
論
な
ど
の
発
表
と
懇
談
会 

(

日
時
）
偶
数
月
第
４
火
曜
日 

14
・
00
～
17
・
00 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
３
０
０
円(

当
日
参
加
者
） 

(

申
込
）
新
エ
ル
フ
内
藤
☎(

６
７
６
０
）
２
８
１
５ 

【
新
規
オ
ー
プ
ン
参
加
行
事
に
つ
い
て
】 

毎
年
４
月
号
の
会
報
で
、
山
本
会
長
が
「
新
年
度

に
向
け
て
」
と
題
し
て
提
言
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の

目
標
は
、
各
会
の
会
員
が
な
る
べ
く
多
く
の
外
出
の

機
会
を
得
て
、
健
康
で
楽
し
く
生
き
が
い
の
あ
る
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。 

そ
れ
に
は
オ
ー
プ
ン
行
事
を
、
各
会
が
一
つ
は
や
っ

て
ほ
し
い
と
期
待
し
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
現
実
に

は
そ
も
そ
も
旗
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。 

と
嘆
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
バ
ス

旅
行
の
旗
が
上
り
、
10
月
に
喜
ん
で
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
知
り
合
い
も
多
く
一
体
感

が
有
り
、
と
て
も
楽
し
い
１
日
で
し
た
。
早
く
も
来

年
秋
に
は
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
と
筑
波
山
行
き
を

計
画
し
て
い
る
そ
う
で
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。 

四
季
会
も
オ
ー
プ
ン
行
事
と
し
て
、
ナ
ン
プ
レ
同

好
会
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
上
段
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
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桑
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義
和 

問題 

回答 
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